
 

 

 

 

     

 

 第１学年では、１年間｢総合的な

学習の時間｣を使って福祉につい

て学習をしています。１学期には

福祉体験学習を実施するなど、こ

れまでにさまざまな障がい理解教

育を実施してきましたが、その総

まとめとして、スポーツを通して

日常生活の中の身近な援助や共生

について学ぶ機会となりました。 

講師にはアテネパラリンピック

元日本代表選手の阪根泰子先生、

京都車いすバスケットボール現役

選手の東武志先生をお迎えして、車いすの操作方法の説明、デモンストレーションに始まり、生徒たち

は車いす体験を行い、最後は各クラス６チームに分かれてミニゲームまで体験しました。この 1年間学

習した福祉の視点は、共生社会実現のために欠かせません。この視点を日常生活の中で活かし、来年度

の職場体験学習では実社会の中で勤労体験を行います。しっかりと準備をしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

やまびこ学級では調理実習に向

けて家庭科で特訓しています。 

2 年生校外学習の壁新聞が完成

し、教室前に掲示しました。 

3 年生お祝い給食を 24 日に実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北極星  
城陽市立北城陽中学校 

 
第 1学年で車いすバスケットボール体験を実施 

学校だより    ＮＯ．１２ 

令和５年（2023 年）２月２８日 

 今月６日に京都府教育委員会が令和５年度京都府公立高校 

入学者選抜(前期選抜)に係る志願者数資料を発表しました。 

この資料から山城通学圏＝本校生徒の多くが受検する公立高校 

の倍率を高い順にピックアップすると右のようになります。 

山城通学圏だけを平均するとおよそ３倍前後になるので、概ね 

例年通りで｢高い壁｣と言えますが、中期選抜まで行けば最終的 

に平均倍率は１倍前半にとどまります。１･２年生は進路学習 

等を通して、常に最新の情報を手に入れておきましょう。 

 

 

令和５年度 京都府公立高校前期選抜 志願者資料より 

山城通学圏で倍率の高い高校 

高校名(普通A方式) 倍率 

田辺高校 5.71 倍 

西城陽高校 5.40 倍 

城陽高校 3.38 倍 

莵道高校 3.12 倍 

久御山高校 3.02 倍 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の予定 

日 曜 部活 校時 学校の予定 

1 水 × A あいさつ運動  A5校時 

2 木 × A   

3 金 × A 3年給食終了 

4 土 ×     

5 日 ×     

6 月 × T 1･2年学年末テスト 

7 火 × T 1･2年学年末テスト 

8 水 ○ A 中期選抜 １･２年学年末テスト 

9 木 ○ A   

10 金 ○ A   

11 土 ○     

12 日 ○     

13 月 × A 式予行 

14 火 × Ｓ 第 42回卒業証書授与式 

15 水 ○ A  

16 木 ○ A   

17 金 ○ A 中期発表  避難訓練 

18 土 ○     

19 日 ○     

20 月 ○ A A４校時 

21 火 ○   春分の日 

22 水 × A A４校時 

23 木 ○ A 給食終了 A４校時 

24 金 ○ S 令和４年度修了式 後期選抜  

25 土 ○     

26 日 ○     

27 月 ○    

28 火 ○    

29 水 ○    

30 木 ○    

31 金 ○    

※予定は変更もありますのでご注意ください。 

＜４月の主な予定＞ 

３ 月 離任式  

７ 金 始業式 

10 月 第 43回入学式 

12 水 給食開始 

 

 

各種大会結果等の報告 

tat ■京都府明るい選挙啓発ポスター 

 入選 田村唯斗  ※城陽市でも入選 

 

■第 17 回児童･生徒の福祉作文コンクール 

 優秀賞 吉村優花 

 

 

１・２年MEXCBT
メ ク ビ ッ ト

の実践演習 

第１学年及び第２学年では、来年度の５月に実

施予定の京都府学力診断テスト(通称｢学びのパス

ポート｣)の実践演習を実施しました。このテスト

は前年度の学習内容の定着度を測るものですが、

CBT(Computer Based Testing)形式で実施される

ので、従来のようにペーパーを使わずタブレット

端末を使って解答を行います。そのため、操作方

法が分からないと答えが分かっても正答にならな

かったり、解くのに時間がかかってしまったりし

ます。そこで、どのような形式のテストかを本番

と同じような形式で実際に練習しました。 

 

 

 

 

 

 

日本は 2018 年に実施した PISA(OECD 主催の国

際的学習到達度調査)において、読解リテラシーが

大幅に低下した際に、CBT 形式の解答に対応でき

なかったとも言われています。本校ではそのよう

なことのないように、事前に朝トレや本演習等で

トレーニングを行っていきます。 


